
スマートコンストラクションの直線美

ｽﾏｰﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝで

感覚による施工がなくなった

今回の現場は熊本県南部を流れる一級河
川球磨川の河道整備工事。施工するのは
同県に拠点を置く味岡建設(株)様。現場
代理人の奈須寛実さんに導入の経緯を聞
いた。
「従来だと測点毎に目印となる
丁張を設置し施工していましたが、丁張
と丁張の間の区間は、オペレータの感覚
で施工するしかありませんでした。スマ
ートコンストラクションでは丁張レスで
高い精度で施工が出来る事と、丁張設置
や測量の手間が無くなるということで、
作業が楽になればとの考えから導入を決
めました。」と教えてくれた。また、
「今回の現場は2工区あり、合わせて約
28,000m³の掘削土量となり、2台の
PC200iを導入しました。現場の工程に
合わせた車両配置でＩＣＴ油圧ショベル
を最大限に活用しました。」とも話し
た。
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色でも

施工範囲を確認

「一直線に綺麗な仕上がりだよ。」と笑
顔で教えてくれるのは現場代理人の奈須
さん。
「一度も測量せずに、この仕上
がりレベルはすごいね。別の場所で稼働
させていたPC200iが、予定より早く進
んだことにより、一カ所で同時に稼働さ
せました。ＩＣＴ油圧ショベルのオペレ
ータは、より綺麗に仕上げようと、互い
に意識して作業していました。途中、Ｇ
ＮＳＳの補正電波が途切れる時もありま
したが、モニタで施工範囲が色分けされ
ているから、それを確認しながら施工で
きたので問題なかったです。」とも教え
てくれた。クラウド型プラットフォーム
KomConnectについて現場代理人の奈
須さんに聞いた。「施工進捗の確認で
は、断面を指定することで、計画と現況
を比較してみることが出来て、より詳細
に現場を把握できました。」と話した。
最後に「工事最終の出来形も
KomConnectを活用する方法でやって
みようと考えています。」と教えてくれ
た。
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